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あらまし：現在，初等教育から中等教育にかけてプログラミング教育が行われている。しかし，現在の教

育環境は学校段階間での接続を意識しているとは言えず，より高度なプログラミング教育に発展しにくい

と考える。本研究では初等から中等教育にかけて統計学を題材としたシームレスな積み重ねプログラミン

グ学習環境を構築し，高度なプログラミング学習を行うことを目的としている。それに伴い，本稿では小

学校 6学年を対象とした学習内容と効果測定の結果を取り扱う。 
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1. はじめに 
 現在，初等から中等教育にかけてプログラミング

教育が必修で行われている。しかし，学習内容が決
まっていないため，学校ごとに自由に教育が行われ

ている。そのため，学校ごとに学習内容の差が生ま
れ，理解度が異なっているという問題が挙げられる。

また，題材が統一されていないため，基礎的な知識

取得のみで終わってしまい，発展的な内容の授業を
行いにくいことが考えられる。 
 本研究の目的は，初等から中等教育にかけて統計

学を題材とした積み重ねプログラミング学習環境を
学年ごとに構築し，AIなどの知識と活用能力を育む
こととする。また，目的達成の一環として小学校高
学年での実践と効果測定結果について示す。 

 
2. プログラミング学習環境 
2.1 プログラミング教育の題材 

本研究で構築する学習環境では，題材として「統
計学」に着目している。統計学は現在の学習指導要

領によると小学校低学年から高等学校にかけて学ぶ
分野である。また，AIなどを活用するうえで，構築
し結果を得るだけでは意味が無く，そこから分析を

行う必要がある。このときに，グラフの読み取りや
統計量についての知識，データ分析能力を有してい

る必要がある。プログラミング教育で統計学を扱う
ことで統計教育への理解度を深めるとともに，コン

ピュータでのデータ処理方法やデータ分析能力を育

むことにつながると考える。 
2.2 学習環境の構築 

本研究の目的を達成するため，表 1に示す学習環
境の構築を目指す。また次章からは，学習環境を用
いて小学校高学年での実践内容と効果測定結果を記

す。 
 

表 1 構築するプログラミング学習環境 

 
 
3. 小学校高学年での実践 
3.1 学習内容 
小学校高学年では，データ分析を行う授業を構築

し，データ分析の手法やプログラムでの統計量の計

算，グラフの作成を学び，データ分析の基礎を身に

つけることを目標とした。また，グラフ作成には
Scratchにブロックを追加し，容易にグラフ描画を行
えるようにしたものを利用した。 
3.2 データ分析 
データ分析は PPDAC サイクルを基本として行っ

た。しかし，青山の研究(1)によると，「問題」と「計
画」を児童が行うのは時間がかかるとしている。ま

た，データ収集についても授業時間増加が見込まれ
るため，児童が興味の持ちそうなデータをいくつか

とデータごとの分析手順を示したワークシートを用

意し，これらの中から選択してもらい分析を行った。
このようにすることで，「問題」「計画」「データ収集」

を省略した授業を展開した。 
3.3 対象者 

A小学校 6学年の児童 21名と担任教員に協力して
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いただき，表 2に示す授業を実践した。児童は低学
年と中学年の学習環境を用いた授業を行っていない

が，Scratchによる多角形描画や micro:bitと呼ばれる
マイコンを用いたものづくり授業を行っているため，
Scratch の操作などについては十分理解していると

考える。 
 

表 2 授業内容 

 
  
 授業は 1時間当たり 45分で実施し，担任教員が主
体となって授業を行った。授業資料や問題に利用す
るデータなどはこちらで用意し活用してもらった。 
また，学習効果の測定方法として，最終回にまと

め問題とアンケートを実施し，評価を行った。 
 
4. 評価結果 
まとめ問題では各設問を 1点，グラフの読み取り

では読み取った項目一つにつき 1 点を付け，最大 3
点とし，12点満点で採点を行った。また回答者数は
21名であった。その結果，平均点が 7.71点，標準偏
差が 1.95であった。また，各設問の正答率を求める
と，図 1のようであった。 

 

 
図 1 各設問の正答率 

 
図 1 から最小値プログラムの読解が 28.6%と他の

設問より正答率が低くなっている。また，この設問

で最大値を選択した割合は 52.4%であった。この設
問で正解した児童と不正解であった児童をグループ
分けし，それぞれのグループの正答率を調べた。そ

の結果，正解したグループの正答率は全体的に高く，
不正解であったグループの正答率は低いという結果

であった。このことから，最小値プログラムの読解

問題に正解している児童は授業内容を理解できてい
ると考える。 
アンケートは有効回答数 21名であった。アンケー

トからは，授業は難しかったけど楽しくプログラミ

ングが行えたなどの感想が多く見られた。また，中

学校でもデータ分析をやってみたいかという質問に
対し「やってみたい」「少しやってみたい」と回答し

た割合が 9割となった。 
 

5. まとめ 
まとめ問題から，プログラム読解の正答率が全体

的に低いという結果となった。この原因として，ブ

ロック型言語を用いているため，プログラムの内容
を見るのではなく，ブロックの形や色，配置場所な

どから何を求めるプログラムなのかを判断している

可能性が考えられる。そのため，単にプログラムを
作成する授業を行うのではなく，プログラムで何を

行っているか理解してもらう授業内容となるように
授業環境を見直していく必要があると考える。 
アンケート結果から，高学年での学習環境を用い

た教育は可能であると考える。また，データ分析に
興味を持ってもらうことができ，中学校以降のプロ

グラミング教育でもデータ分析を主軸とした授業を
展開することが可能であると考える。 
また，授業を実施していただいた教員から，授業

前は抵抗感があったが，授業を実施してみると抵抗
なく授業が行えたという意見を戴けた。山本らの研

究(2)では，プログラミング教育を阻害している要因

の一つに「ICT 活用の抵抗感」があるとしている。
このことから学習環境の構築を行いながら，本環境

を用いた授業の一部を教員の方々に向けて実施する
ことで，抵抗感なく利用できることを知ってもらう

とともに，本学習環境を広めていくことも今後の課

題とする。 
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